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平成29年（2017年）5月5日

第1回定例会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  永見理夫 新市長の施政方針に対して、全８会派が質問
を行いました ［８面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 新しい副市長が決まりました ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  市役所の組織（部・課・係）が変わります ［２面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 新たにオンブズマン２名が決まりました ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  平成29(2017)年度の全ての予算が可決しました
 ［４～５面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国立駅周辺の新規公共施設の整備に向けた審議会が発
足します ［２面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国立駅北口駅前広場と周辺道路の施工協定が結ばれま
した ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  市民総合体育館と市民芸術小ホールの開館時間が延長
されます ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  ふるさと納税制度の見直しを求めるものなど、議員提案
の意見書・決議案４件が可決し、１件が否決されました 
 ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  日本軍「慰安婦」問題に対する国の誠実な対応を求める
意見書の見直しを求めるものなど陳情２件が採択され、
３件が不採択となりました ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国立市議会基本条例に基づき、災害時の対応を示した
災害支援会議設置要綱とマニュアルを作りました

〈（
仮
称
）
国
立
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
検
討
委
員
会
条
例
案
〉

日時：平成29年5月17日（水）
　　　午前10時から（市役所本会議場にて）
○常任委員会委員、議会運営委員会委員の選任等を行います。
　インターネット（ライブ・録画）でもご覧になれます。

臨時会が
　　行われます

開会時刻は：午前10時の予定です。
請願・陳情の〆切：6月6日（火）正午までに議会事務局へお持ちください。
なお、提出を希望される方は、早めに議会事務局へお問い合わせください。
＊日程は変更になることがありますので、市のホームページでご確認ください。

6月議会（第2回定例会）に
お越しください
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建設環境委員会建設環境委員会総務文教委員会総務文教委員会

市の仕事（事務事業）の外部評価市の仕事（事務事業）の外部評価

福祉保険委員会福祉保険委員会
○国立市第3次農業振興計画(案)を策定 ○コミュニティバ
ス「くにっこ」運賃体系の改定について ○国立市コミュ
ニティワゴン試行運行の総括と今後の方針について ○福
祉交通充実のための取組方針(案)を策定 ○国立駅東側高
架下市民利用施設に関する国分寺市との相互利用について 
○国立駅南口複合公共施設整備基本計画を策定

○「国立市 東京2020オリンピック・パ
ラリンピック競技大会に向けた取組方
針」について ○国立市公共施設等総合
管理計画(案)を策定 ○国立市耐震改修
促進計画(案)を策定 ○損害賠償請求事
件に係る最高裁判所の決定について

○コミュニティ運営支援事業 ○教育費保護者負担軽減補助金事業 ○財団関連事業 ○商店街活性化事業 ○イベントによる活力創出事業
○社会福祉協議会運営支援事業　○福祉有償運送支援事業　○高齢者保養施設利用助成事業

○遺贈土地建物の利活用につい
て ○寄贈土地における介護保
険事業所の公募について ○国
立市における待機児童の解消に
向けた取組について ○国立市
保育整備計画(素案)を策定

市
か
ら
各
委
員
会
へ
の

行
政
報
告

Ｑ
．
議
員
か
ら
周
知
を
徹
底
し
て
く

れ
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
統
括
す

る
部
署
が
必
要
だ
と
思
う
が
い
か
が

か
。

Ａ
．
政
策
経
営
部
が
所
掌
し
、
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
。

Ｑ
．
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
感
じ
る

が
、
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
と
、

永
見
市
長
カ
ラ
ー
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
。

Ａ
．
重
点
で
は
、
①
次
世
代
育
成
と

子
育
て
支
援
の
強
化
、
②
南
部
地
域

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
③
国
立

駅
周
辺
整
備
の
一
元
化
、
④
富
士
見

台
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
、
⑤
健

康
づ
く
り
施
策
の
総
合
的
な
推
進
。

永
見
市
長
カ
ラ
ー
と
し
て
、
文
化
芸

術
施
策
の
強
化
と
子
育
て
支
援
を
具

体
的
な
組
織
と
し
て
検
討
し
た
。

Ｑ
．
組
織
の
ス
リ
ム
化
は
ど
の
程
度

図
ら
れ
た
の
か
。

Ａ
．
現
行
の
９
部
か
ら
８
部
へ
、
36

課
を
35
課
へ
、
77
係
を
76
係
へ
変
更

し
た
。
し
か
し
現
段
階
で
必
要
な
政

策
が
過
大
な
の
で
、
管
理
職
も
含
め

て
職
員
増
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｑ
．
生
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
連
携
係
に
課
か
ら

係
に
な
っ
た
が
、
市
民
と
の
か
か
わ

り
や
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
の
市
民

参
加
の
視
点
で
、
課
で
の
存
続
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
民
連
携
は

大
切
な
施
策
だ
。
ま
ち
の
振
興
と
い

う
大
き
な
課
題
を
担
う
課
を
創
設
し

商
工
観
光
や
消
費
生
活
を
含
め
て
一

体
的
に
や
っ
て
い
く
事
が
望
ま
し
い

と
判
断
し
た
。

Ｑ
．
組
織
改
正
や
人
事
異
動
は
人
の

心
が
動
く
と
言
う
が
、
組
織
改
正
で

職
員
の
士
気
の
高
揚
は
ど
の
よ
う
に

配
慮
し
た
の
か
。

Ａ
．
政
策
課
題
を
明
確
に
し
て
、
そ

こ
に
重
点
的
に
人
を
配
置
し
た
。
職

員
が
仕
事
を
取
り
組
む
に
当
た
り
環

境
づ
く
り
と
し
て
は
、
良
い
も
の
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

反
対 

第
５
期
基
本
構
想
、
基
本
計

画
や
、
市
長
の
公
約
に
基
づ
い
て
組

織
を
そ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
に
す
る

の
は
わ
か
る
が
、
住
宅
政
策
に
担
当

を
置
い
て
包
括
支
援
を
推
進
す
る
た

め
の
体
制
が
必
要
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
格
下
げ
も
納
得
い
か
な
い
。

賛
成 

前
市
長
の
意
思
を
酌
み
、
永

見
市
長
カ
ラ
ー
も
出
て
お
り
素
晴
ら

し
い
組
織
改
正
だ
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
職
員
の
精
神
衛
生
を
保
つ
こ
と

が
ま
ち
の
活
力
に
な
る
と
考
え
る
。

賛
成 

基
礎
が
固
ま
り
さ
ら
に
一
歩

進
ん
だ
事
務
が
必
要
だ
か
ら
組
織
改

正
し
た
と
印
象
を
持
っ
た
。
市
民
、

特
に
職
員
へ
の
「
な
ぜ
こ
の
組
織
改

正
な
の
か
」
と
い
う
事
の
周
知
徹
底

を
し
、
市
民
が
た
ら
い
回
し
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。

賛
成 

第
５
期
基
本
構
想
の
施
策
を

進
め
る
組
織
改
正
で
あ
り
、
組
織
の

課
題
を
抽
出
し
て
そ
れ
に
伴
っ
た
改

正
だ
。
国
立
市
役
所
が
成
熟
し
つ
つ

あ
る
と
感
じ
大
変
喜
ば
し
い
。
組
織

改
正
で
士
気
が
高
揚
し
た
職
員
を
、

い
か
に
動
か
す
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

賛
成 

平
成
18
年
の
基
本
構
想
、
そ

れ
を
引
き
継
い
だ
前
市
長
の
基
本
計

画
を
永
見
市
長
が
継
承
し
て
、
さ
ら

に
カ
ラ
ー
を
つ
け
て
打
ち
出
し
、
そ

れ
を
推
進
す
る
組
織
改
正
で
あ
る
。

　

国
立
駅
周
辺
の
魅
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
公
共
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

　

委
員
は
10
名
で
構
成
（
学
識
経
験

者
が
５
名
以
内
、
関
係
団
体
が
推
薦

す
る
者
２
名
以
内
、
市
民
２
名
以
内
、

副
市
長
１
名
）
し
、
任
期
は
２
年
間
、

委
員
報
酬
は
日
額
９
千
100
円
。

Ｑ
．
審
議
委
員
の
中
で
関
係
団
体
が

推
薦
す
る
者
と
あ
る
が
、
市
内
の
団

体
と
い
う
事
で
は
公
平
性
の
担
保
は

で
き
る
の
か
。

Ａ
．
市
内
の
意
見
を
し
っ
か
り
反
映

さ
せ
る
た
め
の
選
任
で
あ
る
。
利
害

関
係
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
委
員

と
の
関
係
を
排
除
し
て
い
く
形
を
と

る
。

Ｑ
．
学
識
経
験
者
の
内
訳
と
し
て
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分
野
も
必
要
と
考
え

る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

Ａ
．
委
員
の
指
摘
の
通
り
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
分
野
の
学
識
経
験
者
も
位
置
付

け
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
施
設
に
年
間
９
千
万
円
か
か
り

50
年
間
続
く
と
報
告
が
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
か
。

Ａ
．
事
業
収
支
の
中
で
は
９
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

の
収
支
で
あ
る
。
今
後
、
実
際
の
事

業
手
法
の
決
定
の
際
に
検
討
し
、
下

げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
今
ま
で
の
基
本
計
画
を
作
成
す

る
上
で
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
今
後

は
こ
の
審
議
会
が
管
理
す
る
と
い
う

形
を
と
る
の
か
。

Ａ
．
今
ま
で
様
々
な
審
議
会
や
協
議

会
で
話
し
合
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
継

承
し
な
が
ら
、
南
口
公
共
施
設
の
事

業
手
法
や
、
業
者
選
定
を
進
め
た
い
。

Ｑ
．
こ
の
審
議
会
を
つ
く
る
と
い
う

事
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に

は
依
頼
し
な
い
と
い
う
事
で
よ
い
か
。

Ａ
．
事
業
者
の
提
案
を
募
る
た
め
に

は
要
求
水
準
書
実
施
方
針
を
つ
く
り

リ
ス
ク
分
担
が
必
要
に
な
る
。
そ
の

関
係
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

等
に
委
託
し
て
い
く
。

Ｑ
．
審
議
会
の
仕
事
を
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
に
や
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
．
事
業
者
か
ら
提
案
を
募
っ
て
そ

れ
を
選
ぶ
と
い
う
事
に
な
る
が
、
他

市
で
も
こ
の
よ
う
な
審
議
会
を
設
け

て
学
識
経
験
者
や
市
の
職
員
が
入
っ

て
い
る
機
関
で
選
考
を
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
。

Ｑ
．
事
業
手
法
及
び
業
者
選
定
に
関

し
て
、
行
政
で
は
で
き
な
い
た
め
審

議
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

理
解
で
よ
い
か
。

Ａ
．
建
築
関
係
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、
専
門
的
な
知
見

を
借
り
た
形
で
の
委
員
会
を
設
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
け
る
と
考
え
る
。

反
対 

国
立
駅
周
辺
公
共
施
設
整
備

の
是
非
を
含
め
話
し
合
う
こ
と
が
、

こ
の
ま
ま
審
議
会
で
答
申
が
出
さ
れ

て
業
者
も
こ
こ
で
決
定
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
よ
り
審
議
会
と
い
う
形
で
は
な

く
国
立
市
に
強
い
思
い
を
持
つ
市
民

が
、
よ
り
多
く
参
加
で
き
る
話
し
合

い
の
場
が
必
要
で
あ
る
。

賛
成 

こ
の
国
立
駅
複
合
公
共
施
設

が
で
き
た
と
し
て
、
地
元
で
商
業
を

営
ま
れ
て
い
る
方
々
と
も
十
分
に
話

し
合
い
を
し
て
地
元
の
商
店
街
に
も

歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
ほ

し
い
。

賛
成 

建
築
費
も
含
め
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
計
算
し
、
考
え
た
上
で
、

さ
ら
に
、
開
設
後
の
収
益
と
い
う
事

ま
で
見
通
し
た
中
で
の
こ
の
審
議
会

内
容
と
い
う
事
に
期
待
し
た
い
。
市

民
の
た
め
に
な
る
公
共
施
設
及
び
、

複
合
的
な
活
用
と
な
る
こ
と
を
是
非

努
力
を
重
ね
て
頂
き
た
い
。

賛
成 

行
政
の
今
ま
で
の
や
り
方
だ

と
面
白
く
な
い
も
の
が
で
き
て
し
ま

う
。
今
回
民
間
の
柔
軟
な
発
想
や
市

民
や
使
う
側
の
意
見
な
ど
を
吸
い
上

げ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
が
こ
の
審

議
会
に
繋
が
っ
た
と
解
釈
し
た
。

反
対 

国
立
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
は
年
平
均
財
源
不
足
が

14
億
円
、
50
年
間
で
必
要
額
３
千
684

億
円
を
ど
う
す
る
か
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
中
で
、
年
間
約
１
億
円
常

に
支
出
す
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。

賛
成 

業
者
選
定
を
し
て
い
く
中
、

い
ろ
い
ろ
な
知
見
を
持
っ
た
方
か
ら

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
国

立
市
の
た
め
に
、
不
利
益
に
な
ら
な

い
事
業
手
法
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
面

で
考
え
、
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
当

然
で
あ
る
と
思
う
。

国立駅周辺の新規公共施設の
整備に向けた審議会が発足します

7月から市役所の組織（部・課・係）が
変わります

建設環境委員会

総務文教委員会

【議案第4号】国立駅周辺公共施設整備審議会条例案

【議案第6号】国立市組織条例の一部を改正する条例案

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

国
立
駅
周
辺
公
共
施
設

整
備
審
議
会
と
は

北口駅前広場

南口駅前広場

駐輪場 南口公共施設等用地

高架下利用箇所
高架下市民
利用施設

JR 用地民間施設
用地

高架下利用箇所国立駅
南北通路

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

国立駅周辺まちづくりの概要
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各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。ご覧ください。 国立市議会 検索

会派略称
自＝自由民主党・明政会（青木健・石塚陽一・大和祥郎・石井伸之・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　新＝新しい議会（藤江竜三・稗田美菜子・石井めぐみ・渡辺大祐）
共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　公＝公明党（小口俊明・中川喜美代・青木淳子）　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）
社＝社民党（藤田貴裕）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）

　　　 平成29年第1回定例会　　各会派の議案への賛否
議案
番号 件 名 等

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

7
新
4
共
3
公
2
風
2
社
1
こ
1
み
1

賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

市
長
提
出
議
案

予  

算

第24号 平成28年度国立市一般会計補正予算（第8号）案　2億5,096万5千円の減額補正 ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ × ◯
可決

○18 ×3第27号 平成28年度国立市介護保険特別会計補正予算（第３号）案　403万6千円の減額補正 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第32号 平成29年度国立市介護保険特別会計予算案　総額54億7,831万8千円 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第29号 平成29年度国立市一般会計予算案　総額290億3千万円 ◯ ◯ × ◯ × × × ◯ 可決

○14 ×7

第31号 平成29年度国立市下水道事業特別会計予算案　総額29億8,279万5千円 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決
○20 ×1

第33号 平成29年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案　総額16億5,177万3千円 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決
○17 ×4

条 

例

第４号 国立駅周辺公共施設整備審議会条例案 ◯ ◯ × ◯ × × × ◯ 可決
○14 ×7

第６号
第７号
第14号

国立市組織条例の一部を改正する条例案
国立市個人情報保護条例の一部を改正する条例案
国立市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例案

○ ◯ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○18 ×3

そ
の
他

第２号 国立駅周辺道路等整備事業の委託に関する施行協定（第１期）について ◯ ◯ × ◯ ◯ ○ ○ ◯ 可決
○18 ×3

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

議員
第１号

国民の基本的人権を脅かす「共謀罪」の創設を行わないことを求める意見書案
【提出者：尾張美也子議員ほか2名】 × ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

○12 ×9議員
第３号

居住自治体の税収減の影響が大きい自治体への寄附控除（ふるさと納税）制度の見直しを求める意見書案
【提出者：重松朋宏議員ほか3名】 × ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯

議員
第２号

性暴力に対する罰則強化の刑法改正案に、もう1歩当事者の声を反映させることを求める意見書案 
【提出者：上村和子議員ほか3名】 × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 否決

○8 ×13
議員
第４号

日本軍「慰安婦」問題に対する国の誠実な対応を求める意見書に関する決議案
 【提出者：遠藤直弘議員ほか2名】 ◯ ◯ × × × × × × 可決

○11 ×10

陳 

情

陳情
第２号

「家庭ごみ有料化」は一旦止めて徹底して市民の意見を聞いた上で見直すことを求める陳情 
【陳情者：新日本婦人の会国立支部　4名ほか5名】 × × ◯ × ◯ ◯ ◯ × 不採択

○7 ×14
陳情
第３号

国立市公立保育園民営化に対する保護者要望に関する陳情 
【陳情者：公立四園保護者会連絡会代表ほか5名】 × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 不採択

○8 ×13
陳情
第４号

日本軍「慰安婦」問題に対する国の誠実な対応を求める意見書の見直しを求める陳情
【陳情者：西東京市民】 ◯ ◯ × × × × × × 採択

○11 ×10
陳情
第５号

人身取引議定書締結のために国内の諸法律の整備を求める意見書提出を求める陳情
【陳情者：昭島市民】 ◯ × × ◯ × × × × 不採択

○9 ×12

その他（動議）

遠藤直弘議員、石塚陽一議員、渡辺大祐議員の、海外議会を冒涜し、採択された陳情書の文面にはない、
2009年の国立市議会議決を冒涜する文面の決議案を提出したことに対し、反省と謝罪を求める動議
【提出者：重松朋宏議員】

×5
※
×3
※ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 否決

○8 ×10

関口博議員に対し、長時間の本会議空転の原因となったことについて反省を求める動議
【提出者：青木健議員ほか２名】 ◯ ◯ × ◯ ×1

※ × × × 可決
○13 ×7

全
会
一
致
の
も
の

市
長
提
出
議
案

予
算

第25号 平成28年度国立市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）案　6,717万3千円の減額補正

可決

第26号 平成28年度国立市下水道事業特別会計補正予算（第3号）案　8,514万5千円の減額補正
第28号 平成28年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）案　6,920万8千円の増額補正
第30号 平成29年度国立市国民健康保険特別会計予算案　総額87億9,732万4千円
第36号 平成28年度国立市一般会計補正予算（第9号）案　1,344万1千円の増額補正

条
例

第３号 （仮称）国立市文化芸術振興条例検討委員会条例案
国立市の文化芸術の振興の基本理念を明らかにし、その方向を示す条例の策定を検討するため、委員会を設置する

第５号 国立市議会議員及び国立市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例案
上記選挙の公費負担の上限額を改定する

第８号 国立市住民基本台帳の閲覧等に関する条例の一部を改正する条例案
ストーカー行為等の規制等に関する法律の一部改正に伴う規定の整理

第９号 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案
第10号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案
第11号 国立市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案

第12号 国立市非常勤特別職職員の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
国立市総合オンブズマン条例の施行に伴い、総合オンブズマンを非常勤特別職職員として配置し、報酬を新たに設定する

第13号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
第15号 くにたち市民総合体育館条例の一部を改正する条例案　開室時間を午後9時から午後10時に延長する
第16号 くにたち市民芸術小ホール条例の一部を改正する条例案　開館時間を午後9時30分から午後10時に延長する
第17号 国立市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例案
第18号 国立市学童保育所条例の一部を改正する条例案
第19号 国立市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例案
第20号 国立市こどもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案
第21号 国立市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案

第22号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例案　低所得者の保険料軽減強化の財源として見込まれていた消費税の引上げが
延期されたことにより、平成29年度も現行の所得第1段階のみの保険料軽減を継続する

第23号 国立市自転車安全利用促進条例の一部を改正する条例案　
駐車場の位置表示を次のとおり変更。谷保駅北第3自転車駐車場：谷保5014番地の6、谷保駅北第5自転車駐車場：谷保4979番地の3

そ
の
他

第１号 市道路線の廃止について　廃止路線：国立市道　南第34号線1-1-3、南第34号線10
第35号 東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更について

議
員

提
出

意
見
書

第５号 精神障害者も心身障害者医療費助成制度（マル障）の対象とすることについての意見書案　
【提出者：石井伸之議員ほか６名】

陳 情 陳情
第１号

精神障害者も心身障害者医療費助成制度（マル障）の対象とすることについての陳情
【陳情者：東京都精神保健福祉家族会連合会会長】 採択

人
事
（
市
長
提
出
議
案
）

第34号 国立市固定資産評価員選任の同意について
政策経営部長　雨宮和人さん

無記名投票　　投票総数：21票
同意：21票　不同意：0票

同意

第37号 国立市副市長選任の同意について
竹内光博さん　任期：平成29年（2017年）4月1日から4年間

無記名投票　　投票総数：21票
同意：17票　不同意：4票（うち白票4）

第38号 国立市固定資産評価審査委員会委員選任の同意について
仁科渡さん　任期：平成29年（2017年）4月1日から3年間

無記名投票　　投票総数：21票
同意：21票　不同意：0票第39号 国立市総合オンブズマン委嘱の同意について

木下泉さん　任期：平成29年（2017年）4月1日から3年間

第40号 国立市総合オンブズマン委嘱の同意について
成瀬大輔さん　任期：平成29年（2017年）4月1日から3年間

○：賛成　×：反対　※採決の際、当該議員は除斥となりました。

は平成 29 年度の予算案です。



4平成29年（2017年）5月５日発行 No.238

歳
入 

（
質
疑
）

Q
法
人
市
民
税
の
税
収
増
に
対

し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
っ
た
か
。

A
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
進
出

し
た
い
と
い
う
企
業
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
時
に
、
す
ぐ
案
内
で

き
る
よ
う
土
地
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
あ
っ

せ
ん
事
業
者
の
多
角
化
も
図
っ

た
。

Q
ご
み
有
料
化
に
伴
う
手
数
料

収
入
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

A
ご
み
処
理
手
数
料
の
収
納
廃

棄
物
等
処
理
手
数
料
約
５
億
４

千
万
円
の
う
ち
、
４
億
２
千
600

万
円
と
積
算
し
た
。

Q
歳
入
の
増
加
に
つ
な
が
る
特

徴
的
な
も
の
は
。

A
広
告
収
入
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
化
す
る
こ
と
で
約
80
万
円

の
増
を
見
て
い
る
。
寄
附
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
よ

り
伸
び
て
い
る
。

Q
庁
舎
駐
車
場
の
企
業
へ
貸
し

付
け
収
入
は
、
あ
る
一
定
の
金

額
が
来
る
と
市
に
納
入
す
る
と

い
う
契
約
に
な
っ
て
い
る
が
、

幾
ら
か
ら
か
。

A
月
額
の
収
入
が
170
万
円
を
超

え
た
分
に
つ
い
て
、
市
の
収
入

と
な
る
。

Q
国
立
市
の
法
人
数
の
見
込
み

は
。

A
平
成
27
年
度
と
比
べ
て
、
40

社
ほ
ど
増
え
て
お
り
、
ま
だ
増

え
る
見
込
み
が
あ
る
。

Q
使
用
料
収
入
の
観
点
か
ら
、

地
域
集
会
所
の
利
用
率
の
改
善

へ
の
工
夫
は
。

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
具
体
的
な

部
屋
の
映
像
を
用
い
て
周
知
し
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
や
ト
イ
レ
の
改
善

な
ど
利
用
し
や
す
い
施
設
に
し

て
い
き
た
い
。

Q
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
予

算
が
あ
る
が
内
容
は
。

A
50
周
年
事
業
と
し
て
、
市
民

に
は
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
市
外

の
方
に
は
す
て
き
な
ま
ち
だ
と

思
え
る
も
の
を
つ
く
る
。

Q
50
周
年
を
記
念
す
る
資
料
と

い
っ
た
位
置
づ
け
で
絞
っ
た
ほ

う
が
よ
い
の
で
は
。

A
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

整
理
し
て
い
く
。

Q
市
役
所
等
の
維
持
管
理
を
包

括
的
に
委
託
で
き
な
い
か
。

A
コ
ス
ト
削
減
や
管
理
水
準
の

適
正
化
が
図
れ
る
と
考
え
る
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
２
月
に
開
始
し
た
住
民
票
等

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
予
算
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
28
年
度
に
で
き
な
か
っ
た
戸

籍
交
付
の
費
用
を
計
上
。

Q
28
年
度
に
引
き
続
き
、
空
家

実
態
調
査
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
う
活
か
す
の
か
。

A
結
果
を
踏
ま
え
、
空
き
家
を

出
さ
な
い
予
防
や
活
用
な
ど
幅

広
く
関
わ
る
と
考
え
る
。

Q
安
心
安
全
カ
メ
ラ
設
置
助
成

の
目
標
は
。

A
平
成
29
年
度
は
４
商
店
会
16

台
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
カ
メ
ラ
の
設
置
は
警
察
や
学

校
と
の
連
携
が
重
要
だ
が
。

A
28
年
度
は
迷
惑
を
か
け
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
29
年
度
は
反
省

を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
。

Q
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
へ
の
補
助
を
拡
充
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

A
小
学
生
〜
18
歳
の
対
象
を
、

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
に
広
げ
、
子
ど

平成29年度一般会計（人口一人あたりの規模）

予 算 特 別 委 員 会
一般会計予算と４つの特別会計予算を可決

全予算案に賛成。効果的・合理的な予算執行となるよう見守る
新しい議会　４名　賛成

　新しい議会は平成29年度国立市
一般会計予算案ならびに、全ての
特別会計予算案に賛成する。29年
度予算案の特徴は永見新市長体制
初の予算案であること、市制50周
年の節目であることだ。本予算案
は市長公約との整合性が高いもの
であると認められる。市制50周年
関連事業については先人たちが築
きあげてきたものに敬意を払うこ
と、今後のくにたちを次世代に継
承していくための宣言という位置
づけになる。本来の目的を見失い
過大にならないよう注意すべきだ。

各会計予算案の執行に際しては、
いっそうの行財政改革の断行に期
待する。行政評価のさらなる活用
や複式簿記化に対応する公会計の
結果を反映させるための、組織の
文化作り・仕組みづくりに踏み出
すべきだ。執行する事務事業には
撤退ラインを明確に定めるなどし、
スクラップ＆ビルドを促していな
ければならない。将来の行政課題
に対応していくためにも、財政体
質の強化は急務だ。マーケティン
グの手法を適切に導入しながら、
予算執行にあたることを期待する。

市民の声を聞き保育園民営化・ごみ有料化・大型開発を見直すべき
日本共産党　３名　反対

　2017年の重点施策予算約94億円
の約51％が国立駅周辺のまちづく
りで、子育て支援や学校整備等は
約22％、健康作りや地域包括ケア
震災対策等は２％で土木費に偏っ
ている。国立市では両親フルタイ
ム勤務でも約50人が認可保育園に
入れず待機児問題は深刻だが、保
護者に是非も問わず公立園の民営
化を進めている。市債を増やし約
35億円もかけて国立駅南口公共施
設にホールを作るより認可保育園
の増設こそ急務だ。市民に是非を
問わず進めた家庭ごみ有料化に係

る事業費の約２倍の有料ごみ袋売
上を見込んでいる。歳入増でなく
減量目的なら、過度負担でなく分
別施策の徹底を。
　現介護保険制度では、低所得で
独居で重度の方にとっては24時間
定期巡回型介護サービスでは賄え
ない現実がある。特養ホームの待
機者は165人いる中、市は特養ホ
ームの増設計画もない。自宅介護、
施設介護を選べる体制を作るべき。
教育費率は昨年より下がり約８％
で多摩で最低レベル。もっと福祉・
教育・子育てに税金配分をすべき。

市民の日常を大切にし、尊重し、保障する予算として評価
自由民主党・明政会　７名　賛成

　昨年12月、市民に選挙で選ばれ
た永見市長が、公約通り前佐藤市
政を継承した上で自身の政策をし
っかりと盛り込まれた予算である。
人権・平和に関する予算、子ども
総合相談窓口開設事業など次世代
への予算、健全な財政運営を行う
予算に加え減災計画、待機児童解
消事業、富士見台地域まちづくり、
文化芸術振興計画などである。歳
入の面では市税が昨年度より３億
円2.5％増で市民の力を感じるとと
もに敬意を表する所である。
　歳出では民生費の構成比が

50.62％となり市税と同じ規模にな
っている。今後の大きな課題であ
ろう。
　南部地域の狭隘道路の整備や谷
保の原風景基金などに積極的であ
る事は国立市の全体感を感じ取れ
るものと高く評価する。
　国民健康保険の一般会計繰入金
については加入していない多くの
市民へ丁寧な説明をするべきであ
る事を付け加える。
将来世代へ安心・安全なまちづく
りを進める事を期待して賛成する。

3月6日から3月9日（4日間開催）　委員長：青木　健　副委員長：尾張美也子

平成29年度予算に対する会派代表討論（要旨）平成29年度予算に対する会派代表討論（要旨）

★会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。★会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。

≪会派名簿順に掲載/賛成・反対は一般会計予算に対して≫≪会派名簿順に掲載/賛成・反対は一般会計予算に対して≫

総
務
費

総
務
費

民
生
費

民
生
費

歳
出 

（
質
疑
）

※グラフ上、1％未満は省略

※平成29年3月1日の人口で計算　※小数点以下四捨五入

□議会費…………… 4,229円
□総務費…………4万2,546円
□民生費……… 19万4,928円
□衛生費…………2万6,416円
□労働費………………… 49円
□農林費……………… 573円
□商工費…………… 3,546円
□土木費…………4万3,494円
□消防費…………1万3,682円
□教育費…………3万1,358円
□公債費…………2万2,241円
□諸支出金………… 1,767円
□予備費……………… 265円

□市税……………………… 19万6,641円
□地方贈与税…………………… 1,512円
□利子割交付金…………………… 358円
□配当割交付金………………… 1,340円
□株式等譲渡所得税割交付金…… 915円
□地方消費税交付金…………1万9,341円
□自動車取得税交付金…………… 756円
□地方特例交付金………………… 531円
□地方交付税……………………… 570円
□交通安全対策特別交付金……… 133円

□分担金及び負担金…………… 5,020円
□使用料及び手数料…………1万3,353円
□国庫支出金…………………5万8,651円
□都支出金……………………5万1,813円
□財産収入……………………… 1,454円
□寄附金…………………………… 0.03円
□繰入金………………………1万3,077円
□繰越金………………………… 2,653円
□諸収入………………………… 3,445円
□市債…………………………1万3,531円

歳入 歳出

満は省略

民生費
51％

衛生費
7％

商工費
1％

土木費
11％

消防費
4％

教育費
8％

公債費
6％

議会費
1％

総務費
11％
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も
を
育
て
る
保
護
者
も
含
め
た

居
場
所
事
業
に
も
補
助
を
考
え

て
い
る
。

Q
あ
ゆ
み
保
育
園
と
き
た
ひ
だ

ま
り
保
育
園
で
実
施
中
の
一
時

保
育
を
増
や
す
予
定
は
。

A
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
上
、
も
う
１
園
増
や
す
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

Q
３
月
休
止
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
か
わ
り
に
福
祉

有
償
運
送
を
活
用
す
る
と
い
っ

た
検
討
は
。

A
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
立
市
独
自
の
運
営

協
議
会
を
設
置
す
る
の
で
、
そ

の
中
で
検
討
す
る
。

Q
ほ
う
か
ご
キ
ッ
ズ
に
関
す
る

事
業
費
の
増
額
が
あ
る
が
、
拡

充
さ
れ
た
内
容
は
。

A
平
日
の
開
催
に
変
更
は
な
い

が
、
29
年
度
は
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
暇
に
開
催
予
定
。

Q
ご
み
の
有
料
化
に
あ
た
り
、

特
別
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

A
１
つ
の
係
を
地
域
担
当
、
業

務
担
当
、
粗
大
ご
み
受
付
に
分

け
、
専
任
し
て
取
り
組
む
。

Q
ご
み
収
集
の
方
式
は
、
個
別

収
集
で
は
な
く
集
積
所
方
式
で

よ
い
の
か
。

A
28
年
度
と
29
年
度
、
全
く
同

じ
金
額
で
委
託
契
約
を
結
ぶ
た

め
、
収
集
方
式
を
当
初
か
ら
変

え
る
こ
と
は
な
い
。

Q
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
効
果
で
商
店
街

の
電
気
料
金
が
下
が
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
進
捗
は
。

A
支
援
し
て
い
る
団
体
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
５
商

店
街
。

Q
観
光
シ
テ
ィ
サ
イ
ト
く
に
た

ち
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

Q
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で
得
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
。

A
今
後
の
計
画
づ
く
り
に
必
須

の
資
料
。
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
へ
反
映
し
た
い
。

Q
国
保
の
広
域
化
へ
の
市
の
姿

勢
と
覚
悟
は
。

A
医
療
費
の
適
正
化
と
、
被
保

険
者
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
方

策
を
検
討
し
た
い
。

Q
下
水
道
管
渠
の
長
寿
命
化
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

A
平
成
29
年
度
に
管
路
の
調
査
、

30
年
度
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
を
策
定
、
31
年
度
に

詳
細
設
計
、
32
年
度
に
国
の
補

助
金
を
利
用
し
て
、
工
事
を
し

た
い
。

Q
認
知
症
と
な
っ
て
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
障
害

は
何
か
。

A
本
人
の
周
り
が
在
宅
は
難
し

い
と
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
、

地
域
の
理
解
と
考
え
る
。

Q
平
成
29
年
度
の
改
定
・
変
更

は
何
か
。

A
①
被
保
険
者
負
担
軽
減
の
対

象
者
拡
大
②
国
の
激
変
緩
和
措

置
の
所
得
割
軽
減
の
段
階
的
廃

止
③
被
扶
養
者
の
均
等
割
軽
減

措
置
を
本
則
に
戻
す
も
の
。

情
報
が
バ
リ
ア
情
報
に
な
っ
て

い
る
。
使
う
方
の
た
め
の
情
報

に
で
き
な
い
か
。

A
市
内
、
庁
内
の
情
報
を
反
映

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

Q
南
部
地
域
狭
隘
道
路
調
査
の

目
的
と
委
託
内
容
は
。

A
南
部
地
域
狭
隘
道
路
整
備
の

新
た
な
制
度
の
構
築
の
た
め
実

態
を
調
査
し
、
整
備
優
先
度
の

設
定
、
地
権
者
支
援
制
度
の
検

討
、
事
業
費
の
試
算
等
を
行
う
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は
青

柳
ル
ー
ト
が
残
る
が
、
ル
ー
ト

の
新
設
は
あ
る
の
か
。

A
６
月
中
を
め
ど
に
、
福
祉
的

な
交
通
の
具
体
的
な
方
針
を
決

め
て
い
き
た
い
。

Q
さ
く
ら
通
り
の
樹
木
帯
に
つ

い
て
、
診
断
等
委
託
料
の
中
に

樹
木
回
復
の
予
算
も
入
っ
て
い

る
の
か
。

A
桜
の
木
の
土
壌
改
良
と
し
て
、

機
械
を
使
い
指
ほ
ど
の
穴
を
土

中
の
深
く
に
差
し
込
み
空ク

ウ
ゲ
キ隙

を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、

そ
こ
の
穴
に
根
が
伸
び
て
い
く

と
い
う
、
１
本
当
た
り
何
百
カ

所
と
い
う
穴
を
空
け
る
工
法
が

あ
る
。
平
成
29
年
も
継
続
し
て
、

Ｂ
２
判
定
、
場
合
に
よ
り
Ｂ
１

判
定
も
検
討
対
象
と
し
、
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
市
内
建
物
等
耐
震
化
促
進
事

業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
の
か
。

A
耐
震
改
修
の
助
成
金
の
上
限

を
30
万
円
ア
ッ
プ
し
80
万
円
と

し
、
対
象
の
住
宅
を
戸
別
に
訪

問
し
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

Q
災
害
対
策
用
備
蓄
等
調
達
事

業
費
に
つ
い
て
、
市
民
１
人
当

た
り
の
食
料
備
蓄
は
ど
れ
ぐ
ら

い
増
え
る
の
か
。

A
今
現
在
、
約
２
食
分
だ
が
、

避
難
者
約
２
万
５
千
人
に
対
し

一
・
五
日
分
、
４
食
を
目
標
と

し
て
備
蓄
を
進
め
た
い
。

Q
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
28
年
度
で
終
了
す
る
が
教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

A
平
成
29
年
度
は
引
き
続
き
特

別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１

名
を
継
続
し
、
加
え
て
今
の
ス

マ
イ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
特
別
支

援
教
育
士
の
資
格
を
有
し
た
者

と
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
、
各
学
校

へ
の
支
援
を
強
化
し
た
い
。

Q
市
は
文
化
芸
術
の
振
興
に
関

し
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

A
文
化
芸
術
を
構
成
す
る
要
素

は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ウ
ェ
ア
と
大
き
く
３
つ
あ

る
。
今
回
条
例
で
行
政
と
市
民

と
市
民
団
体
が
一
緒
に
理
念
を

つ
く
り
、
ど
の
よ
う
に
振
興
し

て
い
く
か
決
め
な
が
ら
、
具
体

的
な
計
画
を
つ
く
り
、
行
政
は

そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
の
展
開
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ア

で
文
化
振
興
を
し
て
い
く
。

Q
緑
川
東
遺
跡
出
土
文
化
財
Ｐ

Ｒ
事
業
は
、
50
周
年
の
記
念
事

業
の
一
つ
で
、
市
民
だ
け
で
な

く
他
市
へ
の
情
報
発
信
は
ど
う

す
る
の
か
。

A
市
や
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
誌
、
課
長
会
な
ど
も
含
め
、

広
く
周
知
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
と
り
た
い
。

Q
ア
ー
ト
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
附
属

事
業
の
ピ
ア
ノ
に
関
し
て
、
２

週
間
と
い
う
期
間
に
し
て
は
多

額
の
予
算
で
あ
る
が
、
こ
の
企

画
の
内
容
は
。

A
人
と
ま
ち
と
の
新
た
な
関
係

性
を
生
み
出
す
事
業
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
写
真

や
動
画
を
共
通
の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
投

稿
し
、
世
界
中
で
シ
ェ
ア
す
る

と
い
う
文
化
芸
術
に
広
く
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
業
の
１

つ
で
あ
る
。

●
国
民
健
康
保
険

●
介
護
保
険

●
後
期
高
齢
者
医
療

市制100周年を目指し安心して暮らせるまちづくりを
公明党　３名　賛成

　平成29年度も普通交付税を計上
せず、平成28年度と比較して市債
発行を４億80万円減少し臨時財政
対策債を計上せず予算編成してい
ることを評価する。平成29年度予
算は50年後の未来を目指し３つの
重点項目を掲げた。次世代育成の
ため子ども総合相談窓口開設事業
の新設や不妊治療助成事業の継続、
ほうかごキッズの夏季休暇中の開
催等、大いに評価する。子ども医
療費助成事業を小学校６年生まで
に拡充し、待機児童対策に積極的
に取り組むことを強く要望する。

　安心安全の確保では新規のがん
検診受診向上事業や減災対策の取
り組みに大いに期待する。
　国立ブランドの向上では「仮称
文化芸術振興条例」の制定を目指
すことは、特筆すべきことである。
他にも、狭隘道路の拡幅整備事業、
地域福祉交通の導入、空き家対策
事業、ストックマネジメント事業、
地方公会計推進事業など重要な事
業が含まれている。「人間を大切
にする」理念に基づく市政運営を
期待してすべての予算に賛成する。

公立保育園の民営化に反対。役所の都合は地方自治を没却する
社民党　１名　反対

　公立保育園民営化は、社会福祉
法人に任せるありきで、市民合意
の形成など時間のかかる検討は先
に送った。役所目線のあり様は、
当事者参加、市民参加を基本とす
る地方自治を没却するもので認め
られない。国立駅南第１駐輪場は、

まだまだ使えるのに駅から遠い場
所に新設し、今年度予算で現駐輪
場を撤去する。誠に無駄である。
田んぼの上に計画された都市計画
道路が優先道路になっている理由
が分からない。谷保の原風景を守
る継続事業に相反するものだ。

市制50周年に人権・平和基本条例を制定し、未来への希望を拓け！
こぶしの木　１名　反対

　待機児増加の深刻化が明らかに
なった。認可保育園の新設の方が
公立保育園の民営化より急務！優
先順位をつけよ。公立保育園の民
営化は子どもの最善の利益を保障
するために保護者や現場の保育士
と一緒に急がず考えよ。佐藤前市

長の平和・人権の姿勢を継承し、
基本条例を検討する、女性が後ろ
を気にして歩かなくてよいまちを
つくる等の永見市長の姿勢は高く
評価。旧国立駅舎の復元には反対。
大学通りがまっすぐに見渡せる現
景観と駅前広場の確保こそ必要。

文教都市くにたちを教育・文化芸術のまちに
みらいのくにたち　１名　賛成

　一般・各特別会計ともに賛成。
４つの視点を持つことが必要。①
くにたちを教育・文化芸術のまち
にするために、質の高い教育施策
を要望する。また、国立音大等の
連携も必須②介護予防・認知症教
育に力を入れ多世代共生のまちに

する③将来的には子ども版地域包
括ケアをつくりあげ子育て・子育
ちを応援。子どもの貧困対策はし
っかり行うべきである④持続可能
なまちづくりを行うため、新たな
公共事業に関しては長期的な財政
見通しをつけ慎重に検討すべき。

将来に禍根とツケを残しかねない予算～現実を直視して考えよう
緑と自由の風　２名　反対

　国立市の予算を家計に例えると、
生活費290万円（1億円→１万円に
換算）と、ささやかな世帯となる。
　収入は給料（市税）148万円、手
当（国支出金）83万円、仕送り（交
付税）19万円、ローン（市債）10万円、
パート収入（使用料）10万円など。
　支出の大半は医療･養育費（民生
費）147万円。食費（総務費など）
50万円、ごみ処理費（衛生費）20万
円、リフォーム費（土木費）33万円、
教育費24万円、ローン返済17万円。
　別口座（特別会計）含むローン残
高は239万円まで減らしてきた。

　予算の中身については、新市長
カラーが薄く拍子抜けだ。
　ごみ有料化は、選挙公約に掲げ
ることなく、議決を理由にいきな
り始めることになる。
　巨額なコストに見合うメリット
のないマイナンバー制度。コンビ
ニ交付など、さらに散財している。
　国立駅南口のビル建設は今後20
年間、毎年２億円以上を支出する。
ハコモノありきの発想は本末転倒。
　一方的な公立保育園の民営化は、
逆に年１億円以上の支出増となり、
待機児対策に回す余裕がなくなる。

衛
生
費

衛
生
費

商
工
費

商
工
費

土
木
費

土
木
費

消
防
費

消
防
費

教
育
費

教
育
費

各
特
別
会
計
予
算
へ
の

主
な
質
疑

●
下
水
道
事
業
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総務文教委員会（ 委員長：藤田貴裕　副委員長：遠藤直弘　委員：石塚陽一、稗田美菜子、渡辺大祐、高原幸雄、中川喜美代、重松朋宏 ）

文
教
都
市
く
に
た
ち
を
教
育
・
文
化
の

ま
ち
と
し
て
さ
ら
に
進
化
を

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月 

健
一  

議
員

Q
国
立
市
と
企
業
・
教
育
機
関
と
の
連
携
の

進
捗
状
況
は
。

A
国
立
市
と
ヤ
ク
ル
ト
西
都
販
売
と
包
括
連

携
協
定
締
結
を
合
意
し
た
。

Q
ヤ
ク
ル
ト
の
プ
ロ
野
球
球
団
な
ど
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
連
携
授
業
を
検
討
し
て
は
。

A
実
現
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
教
育
的
効
果
は

非
常
に
高
い
。
大
変
有
意
義
と
考
え
る
。

Q
文
化
芸
術
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

教
育
機
関
と
の
連
携
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
【
市
長
】
条
例
や
計
画
を
つ
く
る
な
か
、

国
立
音
大
、
武
蔵
野
美
術
大
学
等
と
連
携
し
、

国
立
の
文
化
・
芸
術
を
高
め
て
い
く
。

Q
中
学
校
に
お
け
る
放
課
後
学
習
支
援
教
室

の
実
施
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
国
立
高
校
生
徒
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継

続
・
拡
大
し
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

Q
中
学
校
に
お
け
る
情
緒
し
ょ
う
が
い
固
定

ク
ラ
ス
の
設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

Q
起
立
性
調
節
障
害
を
原
因
と
し
た
不
登
校

で
苦
し
む
児
童
・
生
徒
へ
の
配
慮
は
。

A
学
校
に
周
知
し
、
病
気
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
る
よ
う
努
め
る
。

住
み
続
け
た
い
く
に
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
和 

祥
郎  

議
員

Q
安
全
対
策
か
ら
も
都
計
道
３
・
５
・
９

（
三
小
通
り
）
の
事
業
計
画
は
で
き
な
い
か
。

A
都
市
計
画
で
の
検
討
は
現
在
な
い
。
道
路

事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
。

西
側
拡
幅
（
５
・
44
ｍ
）
だ
け
で
も
大
き
な

安
全
対
策
と
な
る
。

Q
都
計
道
３
・
３
・
15
と
立
川
３
・
３
・
30

は
災
害
緊
急
輸
送
路
で
も
あ
り
、
開
通
に
当

た
っ
て
は
南
武
線
の
高
架
が
必
要
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

A
渋
滞
解
消
に
は
国
立
市
に
も
一
定
の
価
値

は
あ
る
と
思
う
。
財
源
問
題
を
含
め
今
後
十

分
な
議
論
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
防
災
初
動
支
援
キ
ッ
ト
の
導
入
検
討
は
で

き
な
い
か
。

A
初
期
費
用
や
経
常
費
用
を
踏
ま
え
調
査
し

て
い
く
。

Q
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
の
活
用
と
国
立
認
定
保

育
士
補
助
員
の
創
設
が
で
き
な
い
か
。

A
公
私
立
保
育
園
長
会
で
の
提
案
検
証
を
し

て
い
く
。

他
、
都
計
道
３
・
４
・
10
号
線
北
工
区
の
促

進
、
プ
レ
ミ
ア
ム
婚
姻
届
、
20
歳
ま
で
使
用

で
き
る
母
子
健
康
手
帳
の
提
案
。

公
共
施
設
は
街
と
の
調
和
に
配
慮

防
災
協
定
の
重
要
性
を
精
査
せ
よ

新
し
い
議
会　
　

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
建
設
予
定
の
国
立
駅
南
口
複
合
公
共
施
設

の
公
共
性
を
問
う
。

A
駅
前
の
立
地
を
活
か
し
、
市
民
の
交
流
の

場
や
子
育
て
支
援
機
能
を
位
置
づ
け
、
賑
わ

い
創
出
や
文
化
の
拠
点
と
し
た
い
。

Q
再
築
さ
れ
る
旧
国
立
駅
舎
や
大
学
通
り
と

調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
。

A
兼
松
講
堂
を
模
し
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル

の
使
用
や
壁
面
後
退
に
よ
る
魅
力
的
で
快
適

な
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
る
。

Q
首
都
直
下
地
震
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

中
、
有
効
な
防
災
協
定
が
結
べ
て
い
る
か
。

A
見
直
し
と
検
証
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Q
災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ
の
ひ
と
つ
と
し
て
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
活
用
で
き
な
い
か
。

A
東
日
本
大
震
災
で
活
躍
し
た
事
例
も
あ
り

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
と
の
防
災

協
定
を
協
議
し
た
い
。

Q
市
長
が
考
え
る
国
立
の
文
化
と
は
何
か
。

A
江
戸
時
代
か
ら
続
く
街
村
集
落
の
伝
統
文

化
か
ら
大
学
ま
ち
と
な
っ
た
歴
史
。
そ
れ
を

築
き
上
げ
た
人
や
個
店
、
そ
れ
を
誇
り
に
思

う
暮
ら
し
こ
そ
が
国
立
独
自
の
文
化
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
良
さ
を
発
展
さ
せ
た
い
。

福
祉
の
観
点
か
ら
地
域
の
公
共
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
べ
き

公
明
党　
　

小
口 

俊
明  

議
員

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は
平
成
28
年
度
中

に
判
断
と
の
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A
青
柳
ル
ー
ト
は
継
続
。
泉
ル
ー
ト
は
休
止
。

矢
川
・
東
ル
ー
ト
は
休
止
。
谷
保
ル
ー
ト
は

休
止
。
新
た
な
方
針
を
６
月
中
に
示
す
。

Q
谷
保
ル
ー
ト
の
短
期
間
試
行
運
転
の
総
括

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A
三
中
コ
ー
ス
と
天
神
コ
ー
ス
で
月
当
た
り

多
く
て
も
71
人
で
あ
っ
た
。

Q
待
機
児
解
消
が
課
題
だ
が
公
立
保
育
園
１

園
の
民
営
化
は
課
題
解
決
に
な
る
か
。

A
人
的
・
財
的
資
源
を
あ
て
る
。
国
や
都
の

補
助
金
が
保
育
拡
充
の
一
部
財
源
に
な
る
。

Q
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
を

小
学
校
６
年
生
ま
で
求
め
る
が
ど
う
か
。

A
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
小
学
校
ま
で
は
見

直
し
対
象
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
上
原
元
市
長
に
対
す
る
裁
判
結
果
は
。

A
最
高
裁
で
上
告
棄
却
で
あ
る
。

Q
違
法
行
為
は
認
定
さ
れ
た
の
か
。

A
第
１
、
３
、
４
行
為
は
不
法
行
為
と
判
示
。

Q
寄
附
は
損
害
補
填
と
見
な
さ
れ
た
か
。

A
損
害
賠
償
金
の
補
て
ん
と
見
な
す
こ
と
は

困
難
と
判
示
さ
れ
た
。

新
市
長
を
迎
え
て
市
長
の
新
年
度

予
算
編
成
と
市
民
要
望
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
塚 

陽
一  

議
員

Q
新
市
長
の
新
年
度
予
算
編
成
時
の
特
徴
は
。

A
佐
藤
前
市
長
の
政
策
の
継
承
と
国
立
市
の

将
来
に
向
け
文
化
芸
術
の
振
興
計
画
や
地
域

包
括
ケ
ア
の
充
実
に
伴
う
在
宅
療
養
計
画
を

策
定
し
、
子
供
の
貧
困
対
策
や
幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
負
担
軽
減
策
等
に
努
め
る
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
試
行
運
行
を
中

止
す
る
前
に
取
る
べ
き
施
策
が
あ
る
の
で
は
。

A
不
採
算
路
線
は
休
止
し
代
替
手
段
と
し
て

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
６
月
を
目
途
に
福

祉
交
通
等
に
よ
る
移
動
手
段
を
検
討
す
る
。

Q
災
害
に
備
え
食
料
備
蓄
は
い
か
に
。

A
備
蓄
品
の
保
管
場
所
と
し
て
三
小
・
一
中

は
施
策
を
講
じ
、
食
料
の
備
蓄
量
と
し
て
は

一
・
五
日
分
の
確
保
に
努
め
る
。

Q
保
育
園
の
待
機
児
解
消
の
施
策
を
問
う
。

A
今
年
度
は
「
き
た
ひ
だ
ま
り
保
育
園
・
小

百
合
学
園
・
こ
ぐ
ま
こ
ど
も
の
い
え
」
等
三

園
の
移
行
開
設
で
二
歳
児
100
名
程
度
増
え
た
。

Q
道
の
駅
の
よ
う
な
商
業
施
設
の
再
考
は
。

A
国
土
交
通
省
の
条
件
が
あ
り
厳
し
い
状
況

下
な
の
で
城
山
さ
と
の
い
え
の
活
用
を
考
慮
。

Q
北
三
丁
目
の
都
有
地
の
活
用
を
問
う
。

A
東
京
都
に
活
用
状
況
を
確
認
し
て
み
る
。
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多
摩
直
下
地
震
に
備
え
、
立
川
へ

つ
な
が
る
南
北
道
路
早
期
整
備
を

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
多
摩
直
下
地
震
が
起
き
た
場
合
の
道
路
状

況
の
予
測
や
分
析
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
震
度
６
強
が
想
定
さ
れ
建
物
の
全
壊
が
生

じ
る
地
域
で
は
、
沿
道
建
物
の
倒
れ
込
み
に

よ
る
道
路
の
閉
塞
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
市

街
地
全
域
が
そ
の
範
囲
で
救
急
活
動
や
消
防

活
動
や
避
難
行
動
へ
の
支
障
が
予
想
さ
れ
る
。

Q
立
川
広
域
防
災
基
地
と
の
連
携
に
つ
い
て

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
同
基
地
は
消
防
庁
や
警
察
庁
、
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
等
の
重
要
な
施
設
が
あ
る
。
広
域

的
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
人
員
や
物
資

を
被
災
地
に
輸
送
す
る
拠
点
と
し
て
、
旧
立

川
政
府
倉
庫
を
活
用
す
る
。
市
は
緊
急
支
援

物
資
の
輸
送
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
ま

た
情
報
交
換
や
訓
練
等
へ
参
加
し
て
い
る
。

Q
立
川
か
ら
の
物
資
移
動
に
は
３
・
３
・
15

号
線
の
開
通
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
れ
に
は

南
武
線
が
障
害
に
な
る
の
で
は
。

A
南
武
線
の
立
体
交
差
化
の
問
題
が
議
論
さ

れ
た
事
が
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
。
財
政

の
問
題
も
あ
る
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
理
解

と
、
議
会
で
議
論
し
な
が
ら
共
通
理
解
が
得

ら
れ
る
と
こ
ろ
を
探
り
た
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
使
い
こ
な
す

行
政
運
営
を
目
指
す
べ
き
！

新
し
い
議
会　
　

渡
辺 
大
祐  

議
員

Q
市
長
の
任
期
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

A
任
期
４
年
を
全
う
す
る
こ
と
が
使
命
だ
。

Q
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
言
う
と
市
の

Ｐ
Ｒ
に
終
始
し
が
ち
だ
。
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
戦
略
的
に
行
う
こ
と
に
も
着
手
す
べ

き
だ
。
見
解
を
問
う
。

A
関
係
部
署
間
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
が

重
要
。
早
々
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
参
る
。

Q
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
形
成
に

あ
た
り
、
定
量
的
・
定
性
的
な
視
点
で
の
市

場
調
査
を
行
い
、
客
観
的
に
分
析
す
る
必
要

が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
準
備
を
す
す
め
る
か
。

A
市
民
意
識
調
査
な
ど
の
形
で
情
報
収
集
を

行
う
。
【
市
長
】
市
民
や
他
市
の
市
民
が
国

立
に
求
め
る
も
の
や
、
価
値
と
し
て
認
め
て

い
る
も
の
は
何
か
を
分
析
し
発
信
し
て
い
く
。

Q
事
務
事
業
評
価
委
員
会
の
報
告
書
の
指
摘

は
、
今
後
の
行
政
評
価
の
仕
組
み
の
あ
り
方

を
問
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
見
解
を
問
う
。

A
行
政
評
価
そ
の
も
の
の
再
構
築
や
抜
本
的

な
見
直
し
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
る
。
基
本
に
立

ち
返
る
研
修
を
行
う
な
ど
職
員
の
意
識
づ
け

を
徹
底
す
る
。

大
学
通
り
景
観
紛
争
の
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
）
を
未
来
へ
引
き
継
ご
う

緑
と
自
由
の
風　
　

重
松 

朋
宏  

議
員

Q
15
年
前
の
大
学
通
り
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
を
め
ぐ
り
景
観
行
政
を
推
進
し
た
元
市
長

に
対
す
る
高
額
請
求
裁
判
が
終
結
し
た
が
、

「
単
独
で
は
違
法
で
は
な
い
が
全
体
的
に
見

る
と
営
業
妨
害
」
と
さ
れ
た
元
市
長
と
市
の

４
つ
の
行
為
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

A
目
的
が
正
当
で
も
違
法
行
為
と
な
ら
な
い

よ
う
、
慎
重
に
行
政
執
行
し
て
い
き
た
い
。

Q
政
治
対
立
も
あ
っ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
が
で
き
、
「
景
観
利
益
」
が
最
高
裁
判
例

に
な
り
、
高
さ
規
制
の
地
区
計
画
が
残
っ
た
。

こ
の
高
さ
規
制
を
緩
和
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

A
【
市
長
】
変
え
る
意
思
は
全
く
な
い
。

Q
公
立
保
育
園
を
民
営
化
し
て
も
守
ら
れ
る

「
保
育
の
質
」
と
は
、
具
体
的
に
何
か
。

A
プ
ロ
セ
ス
の
質（
保
育
実
践
）、
条
件
の
質

（
大
人
と
子
ど
も
比
率
な
ど
）、労
働
環
境
の

質（
給
与
な
ど
）を
総
合
的
に
勘
案
し
た
も
の
。

Q
民
営
化
は
時
間
を
か
け
て
当
事
者
全
員
の

合
意
を
目
指
し
丁
寧
に
進
め
た
い
、
と
の

故
・
佐
藤
市
長
の
遺
志
は
継
承
し
て
い
く
か
。

A
【
市
長
】
継
承
さ
れ
て
い
る
。

他
、
生
活
保
護
基
準
以
下
の
低
所
得
世
帯
へ

の
負
担
軽
減
策
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
。

「
人
間
を
大
切
に
し
た
ま
ち
」

を
実
現
す
る
た
め
に
提
案
！

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村 

和
子  

議
員

Q
佐
藤
前
市
長
の
平
和
・
人
権
に
対
す
る
姿

勢
、
差
別
を
許
さ
ず
、
差
別
を
な
く
す
こ
と

が
使
命
と
の
姿
勢
を
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
【
市
長
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
等
の
差
別
は

許
さ
れ
な
い
と
の
視
点
も
含
め
て
、
平
和
・

人
権
に
関
す
る
基
本
条
例
を
検
討
し
た
い
。

Q
災
害
時
に
は
帰
宅
困
難
者
の
一
時
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
を
実
態
に
あ
わ
せ
て
福
祉
避
難
所

に
指
定
見
直
し
を
要
請
す
る
こ
と
の
進
捗
は
。

A
発
災
害
時
か
ら
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
検
討
、
調
整
す
る
と
都
が
回
答
。

Q
市
内
温
浴
施
設
に
他
で
は
認
め
ら
れ
て
い

る
入
浴
用
車
イ
ス
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い

ま
ま
10
年
過
ぎ
た
が
、
そ
の
経
過
は
。

A
事
業
者
と
の
話
し
合
い
は
９
回
持
っ
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法
及
び
条
例
に
そ
っ
て
の

合
理
的
配
慮
を
お
願
い
し
た
が
、
管
理
上
、

安
全
上
、
衛
生
上
の
問
題
と
い
う
こ
と
で
ま

だ
利
用
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

他
、
公
立
保
育
園
民
営
化
の
問
題
、
待
機
児

対
策
と
し
て
急
務
は
認
可
保
育
園
の
増
設
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
、
公
民
館
職
員
の
専
門
性

を
重
視
し
た
人
事
の
あ
り
方
等
質
問
。
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高
齢
者
や
子
供
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
！

日
本
共
産
党　
　

住
友 

珠
美  

議
員

Q
入
学
支
援
金
を
含
め
て
、
就
学
援
助
の
拡

充
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
国
が
補
助
金
額
の
増
額
改
定
す
る
動
き
な

の
で
、
市
も
増
額
を
検
討
す
る
。

Q
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
特
養
ホ
ー
ム
増
設
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
現
在
、
施
設
の
空
き
状
況
か
ら
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
特
養
ホ
ー
ム
増
設
は
考

え
て
い
な
い
。

Q
在
宅
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
市
内
全
区
域

で
の
開
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
現
在
１
か
所
あ
る
が
、
ま
ず
は
今
後
２
か

所
整
備
予
定
。
あ
と
は
ま
だ
計
画
に
は
な
い
。

Q
保
育
園
民
営
化
の
前
に
、
保
育
の
質
に
対

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

A
こ
の
議
題
は
今
後
進
め
る
課
題
で
あ
る
。

Q
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
無
料
範
囲
拡
大

を
行
い
、
子
育
て
応
援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

A
小
学
校
高
学
年
ま
で
の
所
得
制
限
撤
廃
を

検
討
す
る
。

他
、
介
護
に
つ
い
て
２
点
質
問
。

都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
10
号
線

北
工
区
の
早
期
着
手
を

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

青
木 

健  

議
員

Q
旧
国
立
駅
舎
再
築
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
用
地
の
土
地
売
買
契
約
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

交
わ
し
、
今
後
、
事
業
を
本
格
的
に
始
動
し

て
い
く
。
平
成
30
年
に
着
工
し
、
平
成
32
年

２
月
竣
工
を
目
指
す
。

Q
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
10
号
線
の
①
南

工
区
部
分
の
進
捗
状
況
、
②
地
権
者
が
待
っ

て
い
る
北
工
区
は
今
が
決
定
時
期
で
は
。

A
①
用
地
は
南
工
区
の
約
79
％
が
取
得
済
み
。

現
在
、
地
権
者
と
用
地
取
得
の
協
議
を
重
ね

て
い
る
。
②
南
工
区
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る

状
況
と
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

Q
国
立
駅
周
辺
か
ら
周
辺
商
店
街
へ
の
南
北

を
結
ぶ
歩
行
者
用
道
路
の
状
況
は
。

A
地
権
者
も
い
る
こ
と
か
ら
検
討
が
必
要
。

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
用
地
選
定
状
況
は
。

A
調
理
場
は
建
築
基
準
法
上
の
規
制
も
あ
り
、

候
補
地
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

Q
跡
地
利
用
の
検
討
も
始
め
な
い
か
。

A
跡
地
の
検
討
に
は
着
手
し
て
い
な
い
。
活

用
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

他
、
市
内
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
対
応
、
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
、医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
質
問
。

子
供
に
負
担
の
か
か
る
民
営
化
よ
り

保
育
園
増
設
が
急
務
！

日
本
共
産
党　
　

尾
張 

美
也
子  

議
員

Q
ひ
と
り
親
や
生
活
保
護
世
帯
で
15
〜
18
歳

が
242
人
。
経
済
的
理
由
で
進
学
で
き
な
い
子

供
達
に
基
金
に
よ
る
給
付
型
奨
学
金
創
設
を
。

A
【
市
長
】
検
討
の
余
地
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

Q
認
可
保
育
園
に
現
時
点
で
落
ち
た
人
数
は
。

A
申
込
み
465
名
で
内
定
が
344
名
。

Q
両
親
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
も
入
れ
な
い
状

況
だ
が
保
護
者
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
が
。

A
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
待
機
児
対
策
を
す
る
。

Q
子
供
に
負
担
の
掛
か
る
民
営
化
よ
り
保
育

園
増
設
が
急
務
だ
が
民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
民
営
化
さ
れ
た
園
の
保
育
士
を
多
方
面
で

活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

Q
身
近
な
地
域
に
健
康
遊
具
の
設
置
を
。

A
検
討
し
て
設
置
す
る
。

Q
家
庭
ご
み
有
料
化
で
は
、
事
業
費
の
約
２

倍
の
有
料
袋
の
売
上
収
入
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
有
料
袋
の
原
価
と
売
値
は
。

A
40
ℓ
１
袋
の
原
価
約
10
円
で
売
値
は
80
円
。

Q
原
価
程
度
で
分
別
徹
底
し
３
割
削
減
し
た

名
古
屋
の
よ
う
な
制
度
設
計
に
す
べ
き
。

A
12
月
議
会
で
議
決
し
た
。
検
討
で
き
な
い
。

他
、
健
康
作
り
関
連
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
し
ょ

う
が
い
し
ゃ
65
歳
の
壁
の
軽
減
策
を
問
う
。

統
計
学
に
基
づ
い
た
教
育
を
！

新
し
い
議
会　
　

藤
江 

竜
三  

議
員

Q
学
校
再
編
に
つ
い
て
具
体
案
を
早
急
に
示

す
べ
き
で
な
い
か
。

A
将
来
を
見
据
え
て
、
市
全
体
の
中
で
適
正

な
配
置
に
つ
い
て
も
同
時
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
の

残
存
耐
用
年
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
校
舎

も
あ
る
。
具
体
的
な
再
編
に
つ
い
て
は
、
計

画
段
階
か
ら
教
育
関
係
者
の
方
々
あ
る
い
は

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
、
情
報
を
オ
ー

プ
ン
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
お
り
、
早
期
に
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

Q
就
学
前
の
教
育
を
統
計
学
に
基
づ
い
て
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
【
市
長
】
ど
の
よ
う
な
形
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
他
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通

の
営
業
係
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A
営
業
係
数
は
経
営
状
態
を
示
す
指
標
だ
が

武
蔵
村
山
で
約
１
千
30
と
な
っ
て
い
る
。

Q
ど
ん
な
環
境
の
子
供
で
も
学
校
で
自
由
に

Ｐ
Ｃ
を
使
え
る
環
境
を
作
る
べ
き
で
な
い
か
。

A
八
小
で
取
り
組
み
を
始
め
た
の
で
、
今
後

状
況
を
踏
ま
え
学
校
現
場
と
協
議
し
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
早
急
に
建
て
替
え
、

直
営
で
運
営
す
べ
き
だ

社
民
党　
　

藤
田 
貴
裕  
議
員

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

A
４
千
500
㎡
程
度
の
土
地
を
探
し
て
い
る
が
、

見
つ
か
っ
た
と
紹
介
で
き
る
状
況
に
な
い
。

Q
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
は
運
営
も
含
ま
れ
る
の
か
。

A
設
計
、
施
工
、
運
営
全
て
含
ん
だ
上
で
、

土
地
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
か
ら
検
討
す
る
。

土
地
が
決
ま
ら
な
い
と
、
形
状
、
面
積
そ
の

他
具
体
的
な
事
業
手
法
の
検
討
に
入
れ
な
い
。

Q
運
営
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
な
っ
た
場
合
、
放
射
能

測
定
や
、
今
ま
で
保
護
者
が
関
わ
っ
て
い
た
、

献
立
検
討
、
物
資
選
定
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
は
ど
の
様
に
な
る
の
か
。

A
安
心
安
全
の
給
食
の
提
供
は
、
行
政
が
責

任
を
持
て
る
体
制
で
行
っ
て
い
く
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
も
こ
れ
ら
を
守
れ
る
方
策
を
検
討
す
る
。

Q
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
が
あ
と
10
年
程
度

と
診
断
さ
れ
た
国
立
二
小
と
国
立
五
小
の
建

て
替
え
計
画
は
。

A
平
成
29
年
度
以
降
、
学
校
も
含
め
た
公
共

施
設
全
体
の
再
編
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

そ
こ
で
は
複
合
化
な
ど
の
課
題
も
あ
る
の
で

教
育
委
員
会
の
他
、
関
係
課
と
も
連
携
し
て

検
討
す
る
。

課
題
と
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
問
う

新
し
い
議
会　
　

稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
減
災
対
策
と
そ
の
効
果
、
ま
た
そ
の
分
析

及
び
今
後
の
対
策
は
。

A
建
物
の
倒
壊
を
減
少
さ
せ
、
特
に
火
災
の

発
生
と
延
焼
拡
大
に
伴
う
住
宅
焼
失
が
大
量

の
避
難
者
を
発
生
さ
せ
被
災
者
へ
の
応
急
対

策
を
困
難
な
も
の
に
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

減
災
と
し
て
火
災
延
焼
予
防
の
た
め
住
宅
の

耐
震
化
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
火
災

延
焼
遮
断
帯
の
整
備
、
自
主
防
災
組
織
の
強

化
、
初
期
消
火
対
策
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

Q
耐
震
診
断
推
進
の
た
め
の
平
成
28
年
度
の

取
り
組
み
と
そ
の
成
果
は
。

A
耐
震
改
修
費
助
成
制
度
は
上
限
50
万
円
で
、

平
成
28
年
度
は
２
件
の
み
。

Q
一
橋
大
学
の
あ
か
る
く
ら
ぶ
よ
り
調
査
の

あ
っ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
現
状
の
課
題
と
対

策
、
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
窓
口
は
あ
る
か
。

A
平
成
29
年
２
月
15
日
現
在
で
新
設
10
基
、

修
繕
６
基
、
角
度
調
整
40
基
、
28
年
度
中
に

あ
と
５
基
新
設
予
定
。
担
当
部
署
に
直
接
連

絡
が
あ
る
と
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
。
連
絡

先
の
表
記
な
ど
前
向
き
に
検
討
。

他
、
健
康
施
策
、
国
立
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
質
問
。

保
育
園
民
営
化
や
め
増
設
を

南
口
複
合
公
共
施
設
再
検
討
を

日
本
共
産
党　
　

高
原 

幸
雄  

議
員

Q
子
育
て
支
援
で
は
、
公
立
保
育
園
の
民
営

化
に
つ
い
て
、
中
止
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
民
営
化
を
進
め
る
。

Q
認
可
保
育
園
の
増
設
と
待
機
児
童
解
消
の

取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
認
可
保
育
所
２
園
を
新
設
す
る
計
画
の
具

体
化
に
取
り
組
む
。

Q
学
童
保
育
の
拡
充
に
つ
い
て
、
一
小
・
二

小
・
五
小
・
六
小
の
整
備
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
適
時
進
め
る
。

Q
公
共
施
設
の
複
合
化
に
つ
い
て
、
市
民
の

意
見
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

A
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
計
画

に
生
か
し
て
い
く
。

Q
３
階
建
て
国
立
駅
南
口
複
合
公
共
施
設
を

再
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
現
在
の
計
画
で
進
め
る
。

Q
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
の
た
め

の
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
特
定
健
診
と
大
腸
が
ん
検
診
の
セ
ッ
ト
検

診
で
受
診
率
向
上
に
取
り
組
む
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
今
後
は
ど
う
す
る
。

A
試
行
運
転
の
３
ル
ー
ト
は
中
止
し
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順 一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。

永
見
市
長
は
、
上
原
元
市
長
へ
の

多
額
の
損
害
賠
償
を
放
棄
す
べ
き

緑
と
自
由
の
風　
　

関
口 

博  

議
員

Q
景
観
を
守
る
た
め
尽
力
し
た
上
原
元
市
長

に
４
千
500
万
円
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
は
、
国
立
市
史
に
汚
点
を
残
す
の
で
は
。

A
【
市
長
】
判
決
に
よ
り
私
が
請
求
し
て
い
る
。

Q
明
和
地
所
に
支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
は
、

同
額
が
国
立
市
に
寄
付
さ
れ
て
お
り
、
国
立

市
に
損
害
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
【
市
長
】
私
が
法
令
解
釈
す
る
立
場
に
な
い
。

Q
事
実
誤
認
に
よ
り
、
上
原
元
市
長
が
敗
訴

し
た
が
、
そ
れ
は
、
住
民
訴
訟
控
訴
中
に
国

立
市
が
控
訴
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に
起
因
す

る
。
永
見
市
長
は
、
当
時
副
市
長
で
あ
り
、

控
訴
取
り
下
げ
は
問
題
で
あ
る
と
提
言
し
な

か
っ
た
の
か
。

A
【
市
長
】
違
法
行
為
で
な
い
以
上
機
関
決

定
し
て
い
る
の
で
、
提
言
す
る
選
択
は
な
い
。

Q
上
原
元
市
長
が
国
立
市
に
対
し
て
一
審
判

決
で
勝
訴
し
た
後
、
市
議
会
は
債
権
放
棄
議

決
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
。
今
す
ぐ
、
上
原
元
市
長
に
対
す
る
債

権
放
棄
を
執
行
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
【
市
長
】
そ
う
い
う
判
断
に
な
り
得
な
い
。

他
、
市
主
催
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る

講
師
の
看
過
で
き
な
い
事
に
つ
い
て
質
問
。

国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
、
子
育
て
総
合

相
談
窓
口
が
７
月
よ
り
始
動
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
「
子
ど
も
総
合
相
談
窓

口
」
の
開
設
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

A
本
定
例
会
に
提
案
の
組
織
改
正
を
経
て
平

成
29
年
７
月
か
ら
窓
口
開
設
の
予
定
。
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
る
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を
目
指
す
。

Q
子
ど
も
総
合
相
談
窓
口
の
役
割
と
機
能
は
。

A
母
子
手
帳
交
付
時
に
保
健
師
が
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
い
母
子
カ
ル
テ
を
作
成
し
母
子
保

健
と
子
育
て
支
援
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り

様
々
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
配
布
に
つ
い
て
問
う
。

A
東
京
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
窓
口
開
設

時
に
合
わ
せ
妊
娠
届
提
出
時
に
妊
婦
の
方
に

配
布
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Q
子
育
て
世
代
の
市
民
の
二
ー
ズ
に
合
わ
せ

防
災
意
識
向
上
を
目
指
し
、
減
災
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
各
種
訓
練
の
他
、
出
前
講
座
等
に
よ
り
防

災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
が
、
特
に
若

い
世
代
に
浸
透
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
の

で
今
後
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

他
、
地
域
多
世
代
交
流
、
行
政
と
社
協
と
地

域
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
質
問
。
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福祉保険委員会(委員長：石井伸之　副委員長：尾張美也子　委員：髙柳貴美代、石井めぐみ、青木淳子、上村和子、望月健一 )

　会派の構成人数により質問時間が異な
るため、文字数に違いがあります。
☆ 市長施政方針表明の全文は市のＨＰ、
概要は市報3月20日号をご覧ください。

市長施政方針に対する
　　会派代表質問（要旨）

Q佐藤前市政の継承について永見市長
の言葉で発言願いたい。
A選ばれ、住み続けたいまちの実現を
目指し、佐藤市政を継承したい。
Q常に誠実・市民を尊敬・常に市政に
献身とのことだが、どのような想いか。
A説明責任を果たし誠実な態度で尊敬
の念を抱き、市民に信頼されることが
必要と考えている。
Q（仮称）子ども総合相談窓口の具体
的なビジョンを示してほしい。
A複合的な課題の場合、できる限り1
か所で対応できるようにしたい。
Q地域包括ケアの推進は、どのような
新たな施策を考えているか。
A平成30年度までに、在宅療養の基盤
づくりのビジョンを明確にしていく。
他、産官学連携強化について、文化芸
術振興基本計画について、フリーエー
ジェント制度についてを質問。

Q在宅介護の充実は重要課題であるの
と同時に、施設介護の拡充も行うべき
だがどうか。
Aセーフティネットとしての特養の重
要性は認識しているが、今は地域包括
ケアの構築に向けて取り組んでいる。
Q今大切なことは、公立保育園の民営
化より認可保育園の増設に力を入れる
べきだがどうか。
A多様な子育て、保育ニーズに対応す
るために人材、財源が必要。民営化は
問題解決の一つの手法。
Q給付型奨学金制度や医療費無料化の
拡充、給食費無料化など検討がなされ
ているが、国立市ではどう考えるか。
A子どもの貧困対策として、行政は
様々な支援策を福祉と教育が連携しな
がら今後検討、展開していく。
他、行財政について質問。

Q多様化し高度化した市民ニーズや価
値観に応えるためにどのような「誠実
さ」をもって市民に向き合うのか。
A100％の理解を得ることが非常に難
しいことは理解したうえで、時間軸を
意識し明確に説明する。相手の立場を
尊重しながら広範な皆様の理解が得ら
れるように努力していく。
Q市民との合意形成を成し遂げ、施策
実施のためにどのように進めるのか。
A第一に行政が主体性を持って取り組
んでいることを意識、感覚の面からも
取り組んでいく。第二に合意形成が難
しい場合、新しい現実的な選択として
ベターな選択をしながら進めていく。
Q子育て支援に「妊娠前から」とは何
が必要だとの考えからか。
A第5期基本構想策定時から妊娠前か
ら市民の疑問や不安を軽減していく相
談体制の構築が具体的に必要。
Q働きやすい環境整備のために行財政
改革の観点からでは解決できない点も
ある中どのような取り組みをするのか。
A全庁的に労働分析や課題分析が必要。
それから出てきた課題解決に外部の力
がどうしても必要なら対応したい。
Q産業振興対策で今までと違う点は。
A金融機関、特に地元の信用金庫や関
係機関との連携によって永続的な起業
が進むように努力していく。

Q永見市長は、平和、自由、人権、人
の尊厳を守るということについて自ら
の言葉で宣言していただきたい。
A市政を執行するに当たって、人間の
尊厳を守っていく考えである。
Q施政方針で市長は「ルサンチマン
（葛藤）を乗り越えて」としているが、
「ルサンチマン」とは、権力者によっ
て抑圧された者が持つ鬱屈した状態を
表す言葉である。国立市との関係が全
く意味不明であるが、どういう意見か。
A谷保と国立の土地をめぐる葛藤が、
色々な側面で市政を揺さぶっている。
Q市長は戒めとして「歴史は２度繰り
返す」としているが、意味不明である。
A民主的な制度が必ずしも結果の民主
制を保障するものとはならない意味。

Q今後の財政改革における歳入増策と
経常収支比率のさらなる改善は。
Aふるさと納税の取り組みや家庭ごみ
有料化など、相当多くの分野で歳入増
策はとってきている。今後は、まちの
活性化を通じて就業世代の定住や適正
な企業活動による税収確保を基本構想
等で対応していきたい。また経常収支
比率のさらなる改善については、法人
市民税の増や人件費における時間外の
減及び起債の抑制を図っていきたい。
Q南部地域における都市計画道路整備
と狭隘道路の改善及び中核となる谷保
駅・矢川駅南口整備の見込みは。
A東八道路に接続する３・３・２号線
と３・４・５号線の府中方面は東京都
によって事業が進んでいる。３・３・
15号線は、都施行分・市施行分とも未
整備である。３・４・３号線と３・
４・14号線についても事業化に至って
いないのが現状である。狭隘道路につ
いては、各路線の現状把握をし29年度
には新たな制度を発足して30年度から
その運用をしたい。谷保駅・矢川駅南
口整備については、都市計画道路の進
捗と地元の動向を見ながら今後の方向
性を定めたい。
Q商業振興策として、市長の言う魅力
あふれる個店を守り育てるためには、
ノノワオープンによる市内商業者への
影響をどうするのか。
Aノノワのお客様に２回にわたってア
ンケート調査をした。その結果を踏ま
えターゲットを絞ったプロモーション
活動をしていきたいと考えている。
Q点在する本町地区商業者支援策は。
A谷保らぼ夏まつりが谷保天満宮にて
大変盛大に行われたと認識している。
これは谷保地域の活性化につながる事
業であり是非とも応援していきたい。

Q佐藤前市長の遺言とも言える全国平
和首長会議での人権・平和のスピーチ
を未来に残すべきと考えるがどうか。
A国立市の平和・人権のあるべき姿に
ヘイトスピーチや同和問題も含めた基
本条例がつくれないか検討する。
Q佐藤前市長は人権感覚を学んだ公民
館は絶対守ると話していたが、永見市
長もその姿勢をしっかり継承すべき。
A職員体制も含め、当然守っていく。
Q上原元市長への求償権の履行は未来
にルサンチマンを残す。市長の認識は。
Aじくじたる思いがする。

Q市民から寄付して頂いた東２丁目と
富士見台２丁目の土地の活用は2017年
度中に確実に前進すると考えて良いか。
A東２丁目の土地は公募により小規模
多機能型居宅介護事業所を整備する。
地域住民の交流スペースも併設する方
針だ。富士見台２丁目は地域の高齢者
をはじめとして多世代に広く開かれた
居場所として準備している。事業主体
を公募したうえで無償貸与したい。
2017年度中に進めたい。
Q保育園民営化は撤回したらどうか。
A十分な対話をしながら民営化したい。

Q私はくにたちを教育のまちとしたい。
子どもたちの学力水準・教育水準をど
のように高めていくのか。
A①知・徳・体、子どもたちの生きる
力を高める②学習習慣が定着する施策
の充実③英語教育の充実。学力を向上
させるために、企業・教育機関との連
携が必要である。
Q佐藤前市長が命がけで行った24時間
365日の在宅ケア、まだ道半ばである。
支援からこぼれ落ちる市民をどのよう
に救っていくか。
A生活支援体制整備をさらに進める。

前市政を継承し市民の為の政策実現を前市政を継承し市民の為の政策実現を
公明党公明党

市民が本当に必要な施策の推進を！市民が本当に必要な施策の推進を！
日本共産党日本共産党

永見新市長、市民へ向き合い方を問う永見新市長、市民へ向き合い方を問う
新しい議会新しい議会

平和と自由・人権を守る市政を平和と自由・人権を守る市政を
緑と自由の風緑と自由の風

国立の価値を高める市政運営を国立の価値を高める市政運営を
自由民主党・明政会自由民主党・明政会

佐藤市政の人権行政の継承が最も重要佐藤市政の人権行政の継承が最も重要
こぶしの木こぶしの木

高齢者の居場所づくりを進めよう高齢者の居場所づくりを進めよう
社民党社民党

文教都市くにたちを教育のまちにする文教都市くにたちを教育のまちにする
みらいのくにたちみらいのくにたち

南
武
線
高
架
化
推
進
に
向
け
て

調
査
検
討
を
早
々
に
開
始
す
べ
き

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
井 

伸
之  
議
員

Q
Ｊ
Ｒ
南
武
線
高
架
化
の
実
施
に
つ
い
て
市

長
に
問
う
①
都
や
立
川
市
と
の
意
見
交
換
及

び
情
報
収
集
は
②
平
成
29
年
度
中
の
事
業
着

手
に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か
③
現
状
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
【
市
長
】
①
国
立
市
と
し
て
の
課
題
を
整

理
し
、
必
要
に
応
じ
て
情
報
を
得
て
い
く
②

基
礎
的
な
調
査
研
究
を
行
い
、
議
論
を
す
る

③
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
明
文
化
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
精
査

し
、
議
会
に
お
け
る
十
分
な
協
議
を
経
て
、

決
断
す
る
年
に
し
た
い
。

Q
保
育
園
待
機
児
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
は
。

A
百
名
規
模
の
認
可
保
育
園
２
園
の
設
置
と

小
規
模
保
育
所
の
設
置
に
取
り
組
む
。

Q
国
立
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
①
現
状
は
②

中
央
線
沿
線
市
連
携
で
の
取
組
が
必
要
で
は
。

A
①
山
手
線
の
次
に
京
浜
東
北
線
・
根
岸
線

で
設
置
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
の
設
置
路
線
は

未
定
②
【
市
長
】
中
央
線
沿
線
市
が
連
携
す

る
こ
と
は
大
賛
成
。
努
力
し
て
行
く
。

他
、
国
立
市
交
通
安
全
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
入
札
時
に
お
け
る
総
合
評
価
方
式
の
積

極
的
な
導
入
に
つ
い
て
を
質
問
。

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
新
た
に
発
足
し
た
広

報
委
員
会
は
、
こ
の
５
月
に
最
初
の
任
期
（
２

年
）
を
迎
え
ま
す
。

　

『
議
会
だ
よ
り
』
は
、
３
カ
月
ご
と
の
定
例
議

会
の
合
間
の
２
カ
月
間
の
前
半
、
委
員
と
職
員
の

共
同
作
業
（
紙
面
構
成
の
検
討
↓
執
筆
↓
原
稿
チ

ェ
ッ
ク
）
で
完
成
し
ま
す
。
次
の
議
会
ま
で
の
合

間
に
、
わ
か
り
や
す
い
広
報
の
調
査
研
究
を
重
ね
、

今
期
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も
関

わ
り
ま
し
た
。

　

５
月
に
改
選
さ
れ
る
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
元
で
、

引
き
続
き
わ
か
り
や
す
い
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
広
報
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

編　集　後　記

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順 一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。

南
武
線
の
高
架
化
事
業
を
進
め
て

行
政
課
題
の
解
決
を
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
谷 

俊
樹  

議
員

Q
矢
川
上
土
地
区
画
整
理
事
業
の
見
直
し
は
。

A
事
業
費
約
85
億
円
、
東
京
都
と
連
携
し
な

が
ら
事
業
手
法
の
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
。

Q
市
施
工
の
３
・
３
・
15
号
線
の
事
業
費
と
、

都
施
工
部
分
の
進
捗
状
況
は
。

A
約
30
億
円
。
区
画
整
理
事
業
の
計
画
決
定

な
の
で
市
施
工
と
な
っ
て
い
る
。
甲
州
街
道

〜
矢
川
北
都
営
住
宅
ま
で
は
東
京
都
の
第
四

次
事
業
化
計
画
で
優
先
整
備
路
線
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
一
部
用
地
の
先
行
取
得
が
行
わ

れ
た
が
事
業
着
手
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Q
矢
川
駅
南
整
備
地
区
計
画
の
検
討
結
果
は
。

A
３
・
３
・
15
号
線
整
備
の
関
連
で
地
域
の

機
運
が
高
ま
れ
ば
、
地
権
者
と
も
連
携
し
て
、

市
と
し
て
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

何
度
か
話
す
機
会
の
中
で
、
地
域
を
よ
く
し

た
い
と
の
皆
様
の
思
い
は
感
じ
て
い
る
。

Q
こ
こ
の
行
政
課
題
の
事
業
費
合
計
約
266
億

円
、
南
武
線
の
高
架
事
業
を
行
う
こ
と
で
東

京
都
が
整
備
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
一
つ
の
解

決
策
で
は
な
い
か
。
議
会
で
勉
強
会
を
持
つ

と
き
は
協
力
頂
け
る
か
。

A
【
市
長
】
議
会
が
し
か
る
べ
き
機
関
で
行

う
と
き
は
参
画
す
る
の
は
当
然
だ
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

国
立
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

公
明
党　
　

青
木 

淳
子  

議
員

Q
『
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
が
あ
た
り
ま
え
に
暮

ら
す
ま
ち
宣
言
』
条
例
施
行
後
の
取
り
組
み

を
問
う
。

A
市
報
に
条
例
の
紹
介
記
事
を
掲
載
、
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
民
間
事
業
者
や
職

員
そ
れ
ぞ
れ
に
研
修
を
複
数
回
行
っ
た
。

Q
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
の
学
校
や
保
護
者

の
理
解
・
啓
発
を
問
う
。

A
視
覚
し
ょ
う
が
い
者
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
の

方
と
直
接
交
流
し
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の

体
験
を
通
し
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
育
ま

れ
て
い
る
。

Q
国
立
駅
周
辺
整
備
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う
。

A
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

き
設
計
し
、
サ
イ
ン
計
画
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
整
備
し
て

い
く
。

Q
防
災
訓
練
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
先
進
市
を
参
考
に
し
な
が
ら
考
え
る
。

他
、
ホ
ー
ム
ド
ア
と
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ

ッ
ク
設
置
の
要
望
、
平
和
施
策
、
家
庭
ご
み

の
有
料
化
に
つ
い
て
質
問
。
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